
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

業務用機器整備と費用対効果 
 

 秋されの時節となりましたが、会員及び関係各位にはご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 11 月は草花が枯れしぼむ月とも称されますが、雑草の勢いが衰え、シルバー事業で最も多い除草作業も徐々に

減少傾向にあります。 

 今年も、除草作業の効率向上を図るためにセンターで所有している、軽トラダ

ンプ、自走式モア、除草剤散布用動力噴霧器など大活躍でした。 

 センターにおける業務用機器の整備は、作業における機動力と効率化を図るた

め、会員個人が取得（所持）するには高額で負担となる機器について、計画的予算

を持って整備し管理しています。機器の使用頻度は高く、使用日の重複等もあり

ますが効果は上がっています。 

 しかしながら、課題もあります。使用頻度が高いゆえに故障、破損が多く、大・中型の特殊機器ですので修繕費

も 2 万円から 4～5 万円と嵩むことです。 

 ご承知のとおりセンター所有の機器等は、作業に使用した場合、できるだけ作業料金を抑え発注者負担を軽減す

るために使用料金も安価なものとなっています。 

 例えば、一日当たり、軽トラダンプ 500 円～3,000 円（距離や運搬物、回数等考慮）、自走式モア 1,000 円、

動力噴霧器（大型）1,500 円、動力噴霧器（背負式）1,000 円という低料金ですので、修繕費の財源として安定

的に充足できるものではありません。 

 したがいまして、修繕費が嵩むと財政面において事業運営が成り立たなくなってしまいますので、費用対効果の

観点から、必要ではあるが機器整備を断念せざるを得ないという状況を招くことになります。 

 ちなみに、昨年 10 月に購入した動力噴霧器（背負式）が、先月 10 月に壊れたため修繕費

を見積ってもらったところ 2 万円でした。購入費が 29,333 円でしたので、費用対効果の観

点と同時期購入のもう一台があるため、わずか 1 年の寿命でしたが廃棄とし補充はしないこと

になりました。 

 このようなことから、業務用機器の使用については、機器整備の趣旨、費用対効果、事業運営など念頭に置かれ

るとともに、自分の所有物同様、使用前の点検、使用後の清掃・点検等大事に丁寧に使われるよう心掛けてくださ

い。センターとしましても、趣旨と目的を遂行し事業が拡大できるよう、可能な限りの業務用機器の整備を図る方

針ですので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

新会員の紹介！   

  10 月は 3 名の仲間が増えました。うち 2 名が会員一人一会員確保運動の成果でした。紹介いただきました、

轆轤理事長、古城さん、ありがとうございました。お二人にはチップソー2 枚ずつを進呈しました。 

  結果、会員数は男性 192 名、女性 106 名、計 298 名となりました。300 人の大台にあと 2 名です。 

年内には区切り良い 300 名に達し、来年 3 月 31 日までには前年度の 309 名を超えられるよう会員拡大を

推進しましょう。 

No 新会員氏名 地域班(公民会) 年齢 性別 入会日 紹介会員氏名(地域班) 

1 永
えい

 徳
とく

 義
よし

 輝
てる

 山崎班(二渡) 62 男 R4.10.19 轆轤 直樹(船木班) 

2 森
もり

  由
ゆ

己子
み こ

 薩摩班(金山) 73 女 R4.10.19 古城 高志(宮之城屋地 2 班) 

3 有
あり

 田
た

 久美子
く み こ

 薩摩班(吉川) 67 女 R4.10.19 ― 
 

『ＳＣ』は シルバー人材センター、 『県シ連』は 鹿児島県シルバー人材センター連合会、 『全シ協』は 全国シルバー人材センター事業協議会 

『高齢法』は 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律の略です。                        ☎ 0996-52-3363 

公益社団法人 さつま町シルバー人材センター ２０２２ 

11月号 
事務局だより 

１ 



11月の入会説明会！ 

 

 

 

 

 

刈払い機飛散事故！ ～小石が飛ぶことを前提としなければ～ 

  10 月初旬、刈払い機（チップソー使用）による住居回りの一人での作業中、

小石を飛ばしたことによる駐車車輛（軽自動車）のリアガラスを破損する事故

が発生しました。 

  シルバー保険で対応はしましたが、修理（賠償）代 72,700 円、うち免責

額が配分金以上の 10,000 円という賠償事故でした。 

  誰しもが「事故はしない」、「事故は起こさない」と思っていらっしゃるでしょうし、起きたにしても「まさか

自分が」の心境とともに、「対処しておけば」と悔やまれると思います。 

  この事故例を共有し、今後の事故防止の教訓とするため皆で考えてみたいと思います。 

  下の事故現場写真を見てください。 

◆黄色線の台形の所が除草個所です。 

◆リアガラスを破損した軽乗用車は、黄色線の丸の場所に駐車して 

 いました。 

 この写真を作業開始前のミーティング、就業前安全点検チェック

表の記入、かつＫＹ（危険予知）、ＫＹＴ（危険予知訓練）の視点と

感覚で考えてみてください。様々な対策や配慮及び留意事項が考え

られると思います。 

＊飛散防止ネットが必要 ＊車を安全な場所に移動してもらう ＊隣家の窓ガラス等への飛散防止対策 ＊

2 人作業による飛散防止ネット持ち役の配置などが考えられ、対策を取っておけば防げたと思われる事故です。 

  この事故報告がセンター入ったとき、「そういえば、最近、飛散防止ネットの借用（使用）が減ったよね！」

の声があがりました。これまでの刈払い機飛散事故例では、ナイロンコード使用を含めて 10ｍ～20m 離れて

の破損例があります。小石が飛ぶことを前提に作業を進めるのが賢明です。 

  現場検証では事故要因がはっきりと浮かび上がります。これらを、ＫＹを含めた就業前のミーティングと就業

前安全点検チェック等によって把握し対策を取ることを習慣づけていただければ、就業中の事故も必ず減少する

と信じています。今一度、真剣に考えてみてください。  『危険予知 日々の意識で 事故防止！』 

 

「安全就業中」のぼり旗、新しいのを使ってください！ 

  ＳＣの普及啓発アイテムの一番手として、「安全就業中」と「会員募集中」の二つののぼり旗があります。 

  ご承知のとおり、安全適正就業推進計画では、「すべての現場に安全就業中ののぼり旗を立てる」と定めてあ

ります。のぼり旗は、安全就業の確保、会員と就業機会の拡大を図るうえで様々な効果が

ありますので、これからも推進してください。 

  この度、センター1 階会議室の入口にのぼり旗衣替えコーナーを設けました。所持され

ている旗で、破れたり、色褪せたり、ポールの不具合とかありましたら、どんどん変えて

ください。そし

てどんどんＰ

Ｒを図ってく

ださい。 

 

３ 

２ 11 月 15 日（火） 

9:00 から 

センターで！ 

 2 時間程度 
行ってみろかい！ 

そうね！ 

除
草
個
所 

４ 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://livedoor.blogimg.jp/kayama19690622/imgs/b/4/b40fb713.gif&imgrefurl=http://blog.livedoor.jp/kayama19690622/archives/1489320.html&h=235&w=410&tbnid=btW7c4DUNZth6M:&zoom=1&docid=EH1XvHAtan9ckM&ei=rcAwVP3dBZD88QW-4oGACg&tbm=isch&ved=0CCMQMygCMAI&iact=rc&uact=3&dur=3364&page=1&start=0&ndsp=39


独自事業「まごころの店」のお知らせとお願い！ 

今年も独自事業の「まごころの店」を出店します。宮之城暮れ市が開催される、12 月 27 日(火)、プラッセ

だいわの駐車場（盈進小側）で実施します。 

例年通りのバザー（不要品販売）と会員の手作り工芸品、野菜及び正月用の飾り等の販売になりますが、次

のような購買傾向がありますので、積極的な出品をお願いします。 

不要品 
・必要とされる方は必需品として求められます。・タオル等は人気が高いです。・食器類

もコンスタントにさばけます。・安価で出品しますので購買意欲をそそられるようです。 

野菜等 ・年越し用又は正月用食材として良く売れます。 

工芸品等 
・正月用の飾りとして、ミニ門松、しめ飾りを求められますが出品者がいません。出品

されたら売れると思います。 

正月用の飾り等 
・センリョウは一番人気です。飾り餅用のウラジロ、正月の生け花や飾りに欠かせない、

ユズリノ葉、松の葉も良く売れます。 

  不用品はいつでもセンターに持ち込んでください。野菜、工芸品、正月用の飾り等は、12 月 22 日(木)以降

にセンターに持ち込んでください。詳細には事務局だより 12 月号で再度お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年版ＳＣカレンダーの配付！ 

  来年の準備をする時期になりました。右写真の 2023 年版カレンダーを配

付します。全シ協が全国の会員用に作成したもので、縦 60 ㎝、横 42 ㎝、数

字もマスも大きく、スケジュールなどメモが書き込めて便利です。 

  次の要領で配付します。 

  ① 11 月 12 日の奉仕作業及び地域班対抗グラウンド・ゴルフ大会の当 

日、参加者に直接配付します。 

② 上記①に不参加の会員には、就業の機会など職員が機会があったらお届 

けしますが、基本的に 12 月 19 日(月)までにセンターに受取りに来てく 

ださい。 

  ②の期限までに受け取られなかった分については、発注者（お客様）様に配 

付しますので、ご了承ください。 

５ 

６ 

賑わった昨年のまごころの店 



11/12の奉仕活動及び地域班対抗ＧＧ大会参加者へ！ 

  参加者へ、重ねてのお願いです。 

地域班長に参加申し込みをされた方、ありがとうございます。当日は、よろしくお願いいたします。 
 

  ≪奉仕活動≫ 

◆日 時  １１月１２日（土） 午前８時から２時間程度（集合時間７時４５分） 

地域班 

（担当会員・職員） 
場  所 

備   考 

※ 朱字のところは変更及び追加してあります。 

宮之城屋地 1・2 班 

(小椎八重)、虎居班

(永田)、船木班(德田) 

宮之城運動公園の除草作業等 

集合場所：屋地 1・2 班：緑地公園 ／船木班：総合

体育館玄関／※ 虎居班：体育館東側駐車場 （特に、

植込みの雑草・雑木・カズラの除去作業が主です。） 

佐志班(三角) 佐志交流館の清掃と除草作業等 全場所とも除草作業等が主ですが、中には揃える程

度の剪定や植込みの雑草・雑木・カズラの除去もあり

ます。 

これらの作業に必要と思われる、自分で所有されて

いる作業用具を持ってきてください。 

（刈払い機、剪定ハサミ、鎌、テミ、レイキ、くま手、

ホウキなど） 

 分からないときは、センターにお問い合わせくださ

い。 

紫陽班(竹内) きらら公園の除草作業等 

湯田・時吉班 

（下牧瀬） 

宮之城屋内温泉プール周辺の除

草作業等 

山崎班(上村) 新川公園の除草作業等 

鶴田班(西) 
柏原グラウンド慰霊塔周辺の除

草作業等 

薩摩班(新地) 
薩摩農村環境改善Ｃ及び慰霊碑

周辺除草作業等 
 

  ≪地域班対抗グラウンド・ゴルフ大会≫ 

◆主催 会員互助会  ◆日時 １１月１２日(土)午後１時開会  ◆場所 宮之城総合グラウンド    

※ 11 月 4 日(金)までに地域班長に不参加を報告された方で、その後参加可能になられた方はセンター

にお知らせください。地域班間または職員の組合せでチームを編成します。 
 

日帰りバス旅行参加者 2次募集！ 

  ３年ぶりの日帰りバス旅行の参加者は、10 月末現在で 25 人です。人数次第でバスの中型か大型を決める運びで

したので大型車になりました。よって、定員に余裕がありますので参加者の 2 次募集を行います。 

  参加希望の方は、11 月 15 日(火)までセンターにお知らせください。後日、参加者には、詳細な参加要領、バス

の乗降場所等の行程及びコロナ対策等の文書を送ります。以下は、再掲です。 

期 日 １１月２６日(土) 定 員 49 人（バスの乗車定員） 

旅行先 天草方面 参加費 
一人 6,000 円程度(会員互助会からの助成がありますので、

5 千円ちょっとになる見込みです。) 

行 程 

さつま町 ～ 長島・諸浦港 ～≪フェリー≫～ 天草・中田港 ～ 天草キリシタン館 ～  

天草富岡 ～ 十三仏海岸(天草灘展望) ～ 大江天主堂 ～ 崎津天主堂 ～ 牛深港(道の駅 

牛深海彩館) ～≪フェリー≫～ 長島・蔵之元港 ～ 道の駅だんだん ～ さつま町 
 

2022年納会兼忘年会参加者募集 

  日帰りバス旅行同様、実施することについて検討を重ね開催することになりま

した。様々な考え方があると思いますが、ご理解をお願いいたします。 

  仲間とともに今年を振り返り、労をねぎらい、楽しく和やかに過ごせる時間を企画しますので、ご参加ください。 
 

 ◆日 時  12 月 2 日(金) 午後 4 時開会～午後 7 時 30 分閉会 

 ◆会 場  あび～る館(鶴田神子) 希望者は設定した行程でマイクロバス送迎 

 ◆会 費  上限 3,000 円(互助会から助成がありますので、参加者確定後、負担額をお知らせします。元年

度は 2,500 円でした。当日、会場で徴収します。) 

 ◆参加申込 

  ・ 参加希望者は、11 月 18 日(金)までにセンターに申込んでください。 

・ 申込みの際は、自家用車利用またはバス利用についてお知らせください。但し、バス送迎には限りがあ

り、すべてに対応できかねますので予めご了承ください。 

 ◆参加者への再連絡 

   参加者確定後、①実施要領、②バス利用行程表、③コロナ対策等について文書案内をいたします。 

 ◆その他  コロナ感染症対策として、自粛しなければならない部分もありますので、あらかじめご了承を賜

ります。ご理解とご協力をお願いいたします。 

９ 

７ 

８ 


